
測定方法の選択 

発散源に近接した作業 
（≒Ｂ測定を行うべき作業） 

高濃度作業場・
低頻度立入 

個人サンプラーによる測定が可能か 
（定量下限、ポンプ流量、捕集方法など） 

従来の 
Ａ，Ｂ測定 

困難 

可能 

個人サンプラーに
よる８時間測定と、
短時間測定 

Ａ測定と、個人
サンプラーによる

Ｂ測定 

定常管理 

短時間測定によるばく露源特定 
 

 
 

その他 
（左記以外） 

任意選択可 
(個人サンプラー推奨) 個人サンプラーによる 

8時間測定 

潜在的なばく露 
の疑いあり 

潜在的なばく露の疑いあり 
（第一管理区分だが有所見など） 

 要検討：ばく露源特定のための作業の
記録、測定時間の短縮、SEG設定など 
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